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1.はじめに 
フランス視聴覚及びデジタルコミュニケーション規制機関 (Autorité de régulation de la 

communication audiovisuelle et numérique 以下 Arcom)はインターネットにおける著作

物の頒布及び権利の保護のための高等機関(Haute autorité pour la diffusion des œuvres et 
la protection des droits sur Internet：Hadopi)と放送分野の独立規制機関の視聴覚高等評

議会(Conseil supérieur de l’audiovisuel：CSA)の統合により 2022 年 1 月に設立された。

設立の目的は、デジタル時代における著作権や著作隣接権などの権利の保護の強化と，それ

に対応するための新しい規制を行うためである(小笠原 2021)。当時、特に問題視されてい

たのはスポーツ放送の海賊版視聴の拡大であった。 
設立の経緯からもわかる通り、海賊版対策に力を入れている。Arcom は権利者が裁判所

にブロッキングを提訴する際の違法サイトの特定や、すでに違法コンテンツを配信してい

ると認定されたサイトのミラーサイトのブロッキングを自ら要求することができる。さら

に、海賊版を配信しているサイト名を公表している 2。また、スポーツ放送の海賊版視聴の

動向についても調査報告書を発表している。 
2025 年には初めて「マンガ・アニメ」の読書・視聴についての調査報告を発表した

(Arcom2025a)。調査の目的は、文化的・経済的影響、消費者行動、海賊版視聴の実態を把

握するためとある。 

 
1 昭和女子大学現代ビジネス研究所 研究員 
2 Arcom “Lutter contre les services illicites diffusant des contenus culturels(文化コンテンツの海賊版

を配信するサービスと戦う)”  https://www.arcom.fr/nous-connaitre-nos-missions/promouvoir-et-
proteger-la-creation/lutter-contre-les-services-illicites-diffusant-des-contenus-culturels  2025 年 12 月

1 日アクセス 
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本調査は市場調査とアンケート調査の形で、フランスにおける日本のマンガ・アニメの市

場およびマンガ・アニメにかかわる海賊版視聴の動向について詳しく調査したものである。

本稿ではまず、調査の概況について海賊版部分を中心に紹介し、その後、この調査の背景、

特に海賊版に対するフランスと日本の現状と問題点について考察する。 
 

2.調査の構成と概況 
調査は全 72 ページで A4 横のプレゼンテーション発表資料の形式をとっている(図表 1)。 

 
(図表１)Arcom(2025)調査レポート 『フランスにおけるマンガとアニメ市場』目次 
 章別タイトル ページ 
コンテキスト、目的、方法 3～11 
第１章 分野別概況 

 

マンガ 13～29 
アニメ 30～45 
第２章 傾向 

 

マンガとアニメの関係 47～54 
文化クーポンの影響 55～57 
海賊版が正規版市場の競争相手となっている 58～69 

(出所)Arcom(2025a)より筆者作成 
 
この調査は統計調査や事業者インタビューに加え、グループインタビューとアンケート

調査を行っている。グループインタビューは正規版・海賊版を問わずマンガ・アニメを消費

するパリ近郊の消費者を対象に 2024 年 6 月 19 日と 20 日に行われた。アンケートはオン

ライン形式で、15 歳以上の 2020 人を対象とした一般人対象のアンケートと、ネット上で

マンガを読む(正規版・海賊版を問わない)401 人を対象に行ったアンケートの 2 種類がある。 
 

2.1.1.マンガ・アニメ市場の概況 
第 1 章ではマンガ・アニメ市場の概況を述べている。 
①マンガ 
フランスの日本マンガの売上は 2014 年の 6,500 万ユーロから 2024 年には 3 億 900 万ユ

ーロと大きく拡大した。フランスの出版全体の売上は 2014 年の 26 億 5,200 万ユーロから

2024 年には 29 億 200 万ユーロと、9％の伸びに留まっており、マンガの伸びが目立つ。出

版市場全体に占めるマンガの売上の割合も 2014 年の 2％から 2024 年には 11％に上昇して

いる。マンガの売上が特に大きく伸びたのは 2021 年で前年から倍増した 3。 

 
3 コロナ下のフランスのマンガ市場については豊永(2021)、豊永(2022)参照のこと 
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有料のデジタルサービスはマンガの売上全体の 1％程度と非常に小さく、売上の殆どが紙

の出版物の売上である。なお、出版部門の中では、マンガ出版は政府補助金を殆ど受けてい

ない分野である。 
アンケート調査によると、「過去 1 年以内にマンガを読んだ」人は 23％となっている。な

お、マンガの読者のうち、デジタルで読んだことがあるというのは 51％に上る。明示的に

は書かれていないが、「デジタルの売上が小さいのにデジタルで読んでいる人が多い」とい

うことは、後段の海賊版の分析につながる。 
性別では、男性では 29％が過去 1 年以内にマンガを読んだといっているのに対し女性で

は 17％となっている。年齢別にみると 15-24 歳では 48％、25-39 歳では 42％、40-59 歳で

は 19％、60 歳以上では 4％と年齢が上昇するに連れ下がっている。マンガをよく読むのは

男性で 40 歳以下となっている。 
 
②アニメ 
フランスの日本アニメ市場の売上規模は、2024 年でだいたい 6500 万ユーロから 9000 万

ユーロの間と推計されている。内訳をみると地上波テレビは 550 万ユーロ以下であり、配

信が 6000 万ユーロから 8500 万ユーロと大半を占める。 
地上波テレビでの日本アニメの放送時間は年間 254 時間で、アニメの放送時間の 2％に

過ぎない。地上波での放送が少ない理由として日仏の共同制作が少ないことも一因として

挙げられている。 
配信サービスを見るとフランスで正規に視聴できるタイトル数のうち 81％は

Crunchyroll などの専門チャンネルのみで見ることができる。Netflix や Amazon などの一

般的な配信サービスで見ることができるアニメタイトル数は 19％である。 
ただし、人気の主要タイトルは複数の配信チャンネルで配信されている。フランスで視聴

可能なタイトルの配信時間数 4をみると NARUTO シリーズ(BORUTO 含む)1420 時間、

One Piece 940 時間、Fairy Tail 377 時間となっており、NARUTO と One Piece の人気

がわかる。 
アンケート調査では 38％が「過去 1 年以内にアニメを見たと」回答している。性別で見

ると、男性は 44％、女性は 33％が見たと回答し、男性のほうが高い。 
年齢別にみると、15-24 歳では 58％、25-39 歳では 57％、40-59 歳では 43％、60 歳以上

は 13％となっている。 
アニメのほうが、マンガより過去 1 年以内に見たという人が多くなっている。年齢、性別

の傾向はマンガとアニメは似通っているが、アニメのほうが見ている人の割合が高い。 
 

 
4 配信時間の考え方は以下のとおり。NARUTO が配信チャンネル A で 100 話 50 時間分見ることがで

き、配信チャンネル B で 50 話 25 時間分見ることができたとすると配信時間の総計は 75 時間となる。 
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2.2.2.１ マンガとアニメの関係 
 第二章はマンガとアニメの関係、文化クーポンの影響、海賊版の問題について述べている。 

マンガとアニメの関係についてだが、マンガの読者とアニメの視聴者はかなり重なって

いる。アンケート調査によるとフランス人の 23％がマンガの読者で、38％がアニメの視聴

者である。このうち 20％がマンガとアニメの両方の消費者である。マンガの読者でアニメ

の視聴者ではない人は3％、アニメの視聴者でマンガの読者でない人は18％となっている。

あるマンガのタイトルの読者で、同じタイトルのアニメを見たことがある人は 95％、ある

アニメを見てマンガの読者となった人は 96％と、マンガとアニメは相互に好影響を与える

関係となっている。特にマンガの読者は大半がアニメの視聴者でもある。 
 

2.2.2.2 文化クーポンの影響 
 2021 年より書店振興のため、若年者に配布される文化クーポン 5のマンガ市場に与えた

影響について紹介している。文化クーポンは文字通り、書籍を中心とする文化製品を対象と

した日本の図書カードのようなもので、書店など実店舗でしか使えないのが特徴である。18
歳に達したとき、300 ユーロのクーポンが配布される。実施初年度の 2021 年は、マンガの

購入比率が高く、「マンガクーポン」と言われたこともある。ただし、本調査によると文化

クーポンがマンガの売上に与えた影響は初年度こそ大きかったものの、年々縮小している。

マンガの売上に占める文化クーポンの売上のシェアは、2021 年は 7.9％だったが、2023 年

には 3.3％と縮小している(図表 2) 
 

(図表 2)マンガの売上に占める文化クーポンのシェア推移 
 マンガの売上 

(100 万ユーロ) 
文化クーポンによる

売上(100 万ユーロ) 
マンガの総売上に占める

文化クーポンシェア(％) 
2021 年 353.0 27.9 7.9 
2022 年 381.1 26.7 3.8 
2023 年 331.0 19.6 3.3 

(出所)Arcom（2025a）より筆者作成(文化クーポンのシェアは筆者計算) 
 
2.2.2.3 海賊版の影響 
本調査の中で詳細に分析されているのが海賊版についてである。原題は「合法的な商売が

海 賊 版 と の 激 し い 競 争 に さ ら さ れ る (UNE OFFRE LÉGALE FORTEMENT 
CONCURRENCÉE PAR LE PIRATAGE)」というタイトルである。なお、調査でとりあげ

る海賊版はネット上の海賊版であり、紙の出版物や違法 DVD など、フィジカルな媒体の海

賊版は含まれていない。 

 
5 文化クーポンの詳細については豊永(2022)参照のこと 
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① フランス国民の 1/4 が違法コンテンツを視聴 
まずはフランスの国民の 1/4 が日本のアニメ・マンガの海賊版を見ているというアンケ

ート結果を紹介している。 
 

(図表 3)違法にマンガ・アニメを読む人の割合 
  % 
マンガを非合法な形で読んでいる 10 
アニメを非合法な形で見ている 22 
マンガとアニメの両方を非合法な形で消費している 8 
マンガまたはアニメを非合法な形で消費している 24 

(出所)  Arcom(2025a)より筆者作成 
 
フランスの国民全体の 1/4 がマンガ・アニメの海賊版を消費しているという結果は、フラ

ンス政府がこのような調査をする意義ともいえる。マンガ・アニメの海賊版の問題は、一部

の消費者と事業者の問題ではなく、かなり広範な消費者がかかわっていると推計されてい

る。 
 

② マンガ・アニメの海賊版サイトは人気 
海賊版サイトの訪問者数は 2024 年 12 月で 320 万ユニーク・ユーザーを数えている。 

 
③ マンガ・海賊版サイトを見つけるのは容易 

海賊版サイトにどのようにアクセスしたかというアンケートでは、「検索サイト」経由が

マンガ・アニメとももっとも多かった。さらに、友人や SNS 経由でアクセスしたという回

答もあり、海賊版サイトには容易にアクセスできる。 
 
(図表 4)海賊版サイトへのアクセス方法(％) 
  マンガ アニメ 
検索サイト 50 43 
家族・友人などの紹介 43 35 
SNS 39 29 
フォーラムなど 37 29 

※ アンケートは海賊版サイトでマンガ・アニメを見ていると答えた人を対象としている。

複数回答可 
※ フォーラムはファンの集うサイトなどを指す 
(出所)  Arcom(2025a)より筆者作成 
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④ 海賊版にアクセスするのは早く作品を見たいから 
海賊版利用者に海賊版を利用する理由を聞いたところ、節約のためだけではなく、特にマ

ンガの利用者で「早く読みたい」という回答が多かった。フランスでも、日本では週刊誌と

いう媒体で連載がされていることは知られており、日本とできるだけ時差なくして新作を

読みたいという希望は強いようだ。 
また、マンガには「他のフォーマットでも作品を読みたい」という回答をしたものがいる。

フランスではマンガの正規版は紙媒体が基本だが、ネットでも読みたいという希望も一定

数あるようだ。 
 

(図表 5)海賊版を利用する理由(複数回答)(％) 
  マンガ アニメ 
早く新作を見ることができる 40 28 
節約のため 39 33 
試し読み・試し視聴のため 35 32 
自分の好きな作品は海賊版しかない 34 29 
非合法な作品鑑賞が習慣となっている 31 24 
他のフォーマットでも作品を読みたい 24 - 
合法的なサイト・プラットフォームを知らない 20 20 

(出所)  Arcom(2025a)より筆者作成 
 
⑤ 正規版と海賊版は見分けにくい 

海賊版サイトへのアクセスが多い理由として、海賊版サイトと正規版サイトの見分けに

くさもあるとしている。各サイトの訪問者に聞いたところ、海賊版サイトの訪問者の 51％
が正規版と錯覚している。逆に正規版サイトを海賊版サイトと勘違いしている人が 11％と、

正規版・海賊版サイトの見分けにくさが明らかとなった。 
 

(図表 6)違法サイトか否かの判断力について(回答した割合 ％) 
  合法サイト 海賊版サイト 
このサイトは合法である 64 51 
このサイトは海賊版である 11 21 
わからない 29 28 

(出所)  Arcom(2025a)より筆者作成 
 
正規版サイトにアクセスした人のうち 11％は海賊版と思ってアクセスしている。 
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⑥ 消費者は海賊版サイトの利用が悪いことであると気にかけている 
海賊版が正規コンテンツの関係者の雇用を脅かすということは消費者の 77％が気にかけ

ている。日本と時差のない、正規版のより早い提供があれば正規版を見るという人は 66％
に上る。 
しかしながら、正規コンテンツは高い、無料でお試しができないという理由も 6 割以上

が賛同している。 
さらに、海賊版サイトが雇用を脅かすことを知りながらも、海賊版サービスがあるのであ

ればなぜ利用して悪いのかという消費者も 46％に上る。 
 

(図表 7)この意見に賛同するか？ 
  「そう思う」「まあ思う」

の合計(％) 
海賊版コンテンツ消費は正規コンテンツの関係者の雇用を脅

かす 
77 

適切な価格であれば正規のコンテンツに料金を払う 75 
海賊版コンテンツより早く正規コンテンツが提供されれば正

規コンテンツをみる 
66 

正規コンテンツが高すぎる 65 
新しい作品にお金を払いたくないので無料で試し読み、試聴

がしたい 
64 

海賊版コンテンツしか読む・見る方法がない 61 
海賊版コンテンツがあるならば利用してもよいと思う 46 

(出所)  Arcom(2025a)より筆者作成 
 
⑦ マンガの海賊版翻訳は海賊版サイト利用のファンによるものが多い 

日本のオリジナルのマンガをスキャンして翻訳する“Scantrad”と呼ばれる海賊版コン

テンツは、ファンのコミュニティで行われることが多い。週刊少年ジャンプや他の雑誌をい

ち早く入手し、翻訳を行う。ファンは無償で他のファンのために違法な翻訳を行っている。 
また、ネットで海賊版コンテンツを読む人の 76％はダウンロードすることなく読んでい

る。海賊版コンテンツは「保管」するものではなく、その場で読むだけのものである。 
 
⑧ 法的側面と商業的側面からの対策が必要 
 海賊版対策として有効なのは法的な側面と商業という 2 つの側面からの対策が必要とし

ている。 
 法的側面としては、海賊版サイトのアクセス禁止、海賊版サイト・海賊版コンテンツの削

除が考えられる。商業的な側面としては正規版の魅力を高めることが考えられる。 



昭和女子大学現代ビジネス研究所 2025 年度紀要 

＜資料＞              

8 

 法的な側面をみると、フランスの事業者の多くは配給権のみを持っていることが多く、著

作権を有する日本の事業者が法的措置を求める行動を起こさなくてはいけないが、日本の

事業者の協力が十分に得られないことが多い。 
 映像に関しては日本の CODA(一般社団法人コンテンツ海外流通促進機構)のような協会

との協業が必要となってくる。 
 商業的な側面では、出版社やアニメの配信事業者が日本との時差を短くして作品を提供

する動きがある。集英社では自社のプラットフォームである Manga Plus で英語訳をほぼ

同時に提供している。またフランスのマンガ出版社の Glenat は 2021 年より、Manga Max
というプラットフォームで One Piece の最新話を日本とほぼ同時に配信している。 
 アニメにおいてもフランスの Anime Digital Network(ADN)は日本から最短で 1 時間遅

れで最新話を 1 週間無料で配信している。 
 
⑨ AI は海賊版対策に有効な面もあるが弊害も 

最後に AI の導入はどのような影響を及ぼすかを考察している。AI は翻訳や字幕生成

の効率化を起こす可能性が高く、海賊版利用の抑制になりうる一方で、翻訳のニュアンスの

欠如などから作品の質の低下の懸念がある。このことから、調査インタビューに応じた多く

の関係者はただちに AI の利用を考えていない。 
一方、アニメの場合、消費者の 39％は日本語フランス語字幕でみるのが良いと回答して

いる。字幕の生成は AI が得意とするところであり、アニメの字幕の分野では、AI を活用

し、より早く正規版を提供するシステムができる可能性がある。 
 
3.調査のフランスでの反響 

Arcom の調査が発表されたのは 2025 年７月 3 日である。直後の 2025 年 7 月 29 日、フ

ランス出版社協会( Syndicat national de l’édition, SNE)はマンガ出版社 9 社と共同で出し

た声明で、海賊版マンガサイト“Japscan”に対してのブロッキングを裁判所に提起したこ

とが認められたと発表した(SNE2025)。 
 さらに SNE はマンガ出版社やコンテンツ配信社とともに、マンガの海賊版コンテンツに

対する対策を講じる団体“Alliance for Manga&Webtoon(AMW 協会)”を 2025 年 11 月 3
日に設立した(日本書籍出版協会 2025)。同 11 月 20 日には関係者が来日し、AMW の趣旨

説明と、日本の業界への協力要請を表明した。 
 フランスの業界関係者は、海賊版対策により本腰を入れていく姿勢を示している。 
 
4.日本の海賊版問題の現状 
 日本の出版社やアニメ制作会社も海賊版問題に長年悩まされてきた。日本のマンガ・アニ

メの海外展開が進むにつれ、日本国内の問題に留まらず、海外での海賊版による被害も大き

な問題ということを認識している。ここでは日本の業界が認識するマンガの海賊版問題を
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中心に紹介する。 
① 漫画村について 

海賊版サイト「漫画村」6は 2018 年４月に閉鎖されるまで、日本国内の最大の海賊版サ

イトであったとされる。最盛期には月１億アクセス近くを記録した。 
海賊版対策として、一般社団法人コンピュータソフトウェア著作権協会(ACCS)の会員

社が出版業界をあげて取り組むべき事件として、刑事事件の共同対応を進めた。その結果、

運営者を含む 4 名が 6 都県警察合同捜査本部(福岡県警察、警視庁、栃木県警察、鳥取県

警察、熊本県警察、大分県警察 7)により逮捕され、2019 年 11 月から 2021 年 6 月にかけ

て、福岡地方裁判所で有罪判決が確定した。刑事事件の捜査後、「漫画村」は閉鎖した。 
その後、KADOKAWA、集英社および小学館の 3 社が損害賠償請求手続に向けた具体的

検討を進め、2022 年 7 月 22 日に、「漫画村」により受けたと推計される損害の一部であ

る総額 19 億 2,960 万 2,532 円の損害賠償金の支払いを求めて共同して提訴、2024 年 4 月

18 日、東京地方裁判所は、17 億 3,664 万 2,277 円の損害賠償金の支払を命じる判決を言

い渡した。 
 

② ABJ の設立と活動 
一般社団法人 ABJ8は 2020 年に出版者、電子書籍流通事業者、IT・通信事業者、著作権

者団体などで構成される民間団体として設立された。電子書籍の正規配信サービスである

ことを示す「ABJ マーク」の交付事業のほか、海賊版防止活動を行っている。 
 2025 年 11 月 8 日には、出版物海賊版サイトにかかわる報告書を一般公開し、2025 年 6
月中に全世界でタダ読みされた金額は 7048 億円との推計を発表した。被害額の 1 位はイン

ドネシア(922.6 億円)、2 位は日本(843.8 億円)、3 位は米国(791.2 億円)となっている。フラ

ンスは 181.5 億円で第 10 位と他の国と比べて被害は小さい(ABJ 2025)。 
  
5.今後の展望 
 フランス政府が日本のアニメ・マンガに特化したレポートを発表したことは、それだけ日

本のアニメ・マンガの人気が大きいだけでなく、海賊版問題も深刻に考えていることの証左

でもある。 
 一方、日本でも、海賊版の問題は深刻と認識されている。漫画村の裁判や ABJ の活動は

 
6 「漫画村」裁判の経緯については、以下のサイトによる。ACCS 「漫画村」に関する民事訴訟の判決

確定について(2024 年 7 月 30 日更新)  https://www2.accsjp.or.jp/activities/2024/news161.php (2025
年 12 月 1 日アクセス) 
7 県警の順番は ACCS 発表資料 「漫画村」運営者に対して、総額 19 億円の損害賠償を求め提訴 

(2022 年 7 月 28 日更新) による https://www2.accsjp.or.jp/activities/2022/news142.php (2026 年 1 月

1 日アクセス) 
8 一般社団法人 ABJ https://www.abj.or.jp/ (2025 年 12月 1 日アクセス) 
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海賊版対策が今なお重要とされているあらわれである。2025 年は日仏双方で海賊版市場の

大きさが改めて認識された年といえる。反面、海賊版の被害の考え方や、被害の規模の違い

もある。 
 日本の海賊版の被害規模があまりに大きく、日本から見ると、フランスの海賊版被害が小

さく見えるが、フランス政府や事業者にとっては、調査レポートを出すに値するほど十分に

大きい。フランスでは、マンガ・アニメは定着しており、かつフランス政府の認識では、海

賊版の利用が多い分野となっていることを、日本政府や事業者も認識する必要があるであ

ろう。 
 また、フランス政府や事業者は「マンガ・アニメ」だけを海賊版対策のターゲットとして

いるわけではない。政府も事業者もネット上の海賊版対策を広く行っている。出版分野でも、

SNE はネット上で海賊版出版物全般を提供していた「Z-Library」に対して提訴し、2022 年

にブロッキングを勝ち取っている 9。マンガ・アニメの海賊版対策もその一環であり、日本

の政府や事業者に対してもより積極的な対策を求めてくる可能性がある。 
さらに、フランスではサイトのブロッキングは有効な手段と考えられている。例えば、ス

ポーツの違法視聴についてみると、2022 年から 2025 年 9 月末までに Arcom は 10872 件

の違法配信サイトのブロッキングを要請した。また、ブロッキングの効果もありフランス人

の海賊版利用者の総数は 2021 年の 1170 万人から 2025 年には 760 万人に減少したという

(Arcom 2025ｂ)。 
 一方、ブロッキングは日本では行われていない。内閣府などの省庁が連名で 2025 年 5 月

に発表した「インターネット上の海賊版に対する総合的な対策メニュー及び工程表」(内閣

府他 2025)でも「ブロッキングに係る法制度整備については、他の取組の効果や被害状況等

を見ながら検討」とある。 
日本ではブロッキングは表現の自由の点から、懸念を示す者が多いことがその背景にあ

る。マンガ海賊版被害の当事者である漫画家の団体でさえ、ブロッキングの安易な導入には

懸念を示している。日本漫画家協会は 2018 年 5 月 18 日、ちばてつや理事長(当時)の名前

で「僕たちは表現者として常に大切にしてきた｢表現の自由｣や｢知る権利｣において、今回の

｢ブロッキング｣という手段が諸刃の剣になりかねない、と危惧してもいます。」10と発表し

ている。ブロッキングに対する考え方の違いは今後の日仏双方が協力を進めるにあたって

障害となりうる。 
 日仏が双方の国固有の対策を認めながら、協業すべきところは協業し、海賊版対策を行っ

ていくことが望ましいと考えられる。特に、フランスで、「マンガ・アニメ」が一つの産業

 
9 図書館に関する情報ポータル 「フランスの出版協会、“Z-Library”に対する判決を歓迎：著作権侵害

としてプロバイダーにウェブサイトのブロックを指示」(2022 年 9 月 20 日) 

https://current.ndl.go.jp/car/46847 2025 年 12 月 20 日アクセス 
10 漫画家協会 WEB 海賊版サイト接続遮断措置について (2018 年 5 月 18 日) 
https://nihonmangakakyokai.or.jp/archives/3046  
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として認められており、日本もマンガ・アニメのさらなる輸出を考えている現状では、日本

の政府・事業者もより積極的な海賊版対策を求められることを認識する必要があろう。 
 なお、日本でも海賊版対策は日々進んでいる。今後は日本の関係者に対するインタビュー

も行い、研究を深めていきたい。 
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